
　後編では、軽自動車マーケットが大きく成長しつつもガラ
パゴス化しており、軽の税制などを見直す時期にきている現
状認識より、ユーザー、メーカー、国(税徴収)のそれぞれが
ハッピーになる改革案を考えたいと思います。

■軽の恩典は簡単にやめられない。
　しかし、軽の恩典は、地方の公共交通機関の少ない地域の
人々の足や年金生活高齢者など収入が乏しいユーザーの足と
なっている現状を考えると簡単にやめるわけにはいきませ
ん。また、メーカーにとっても恩典の廃止は即台数減に直結
し、コストアップ→売価アップ→そして台数減という悪循環
に陥る事を意味しユーザーも困るため、軽メーカーの生産販
売台数は今の売価を維持するために大切です。
　それでは、軽の恩典を維持しつつガラパゴスかを脱するに
はどう改革すれば良いのでしょうか？

■なぜ、販売台数が落ち込んだのか？
　2015年は普通車も小型車も新車販売が落ち込んでいます
が、特に軽自動車販売が大幅に落ち込んだことを考えてみた
いと思います。
　要因の1つ目は、クルマにかける費用の見直しです。気が
付けばスーパーハイト系を中心に車両価格は小型乗用車並み
に高くなってきており、軽自動車税のアップをキッカケに家
計の中でクルマにかける費用の見直しが始まったと思われま
す。
　2つ目の要因は、新しいクルマは機能的に改良されてよく
走り、燃費、安全なども向上していますが、商品として新し
いコトができるとか、デザインが新鮮でいいなど、魅力的で
ワクワクすることが少ないのです。つまり、クルマは商品と
して成熟しコモディティ化したのです。
　そして、軽自動車マーケットは供給過多傾向であることが
第三の要因です。2011年末にホンダが軽自動車市場に本格
参入し、2013年には日産と三菱が共同開発するモデルで参
入してきたことで、需給バランスが崩れ始めました。供給能
力過多によるシェア競争になり、当初は各社、数を売りたい
ので安く販売しますが、販売が一巡した後に生産調整で数が
減るとコストが上がり、売価も上がり、数が売れなくなると
いう負のスパイラルに陥る危険があります。

■問題提起１-恩典は行き過ぎてないか…
　現在の軽自動車の恩典は、どうしても生活の上で必要だと
いうユーザーを別にして、多くのダウンサイザーやクルマは
便利だから乗るというユーザーにとっては「行き過ぎた恩典」
かもしれません。いくら、軽が日本のインフラにあっている
とか、軽自動車の品質が向上したと言え、全体の40%近く
のシェアに至り「行き過ぎた恩典であると思われます。「行
き過ぎた恩典」は自動車マーケットに悪い影響を与えます。
つまり、自由競争で無い、いびつなマーケットが形成される
ということです。

■問題提起2-いびつなマーケットの形成…
　タントやウエイクにみられるように、広さを高さ方向に求
めた極端に背が高いクルマは、まさに軽自動車の恩典がある
から成立する商品でガラパゴスの典型と言えます。これは、
小さいけど広い、また目線が高く運転しやすい、スライドド
アもついて子育てに良い、軽自動車界のミニバンです。当然

コストは高くなるので軽の恩典ありきのクルマです。
　２つ目の問題は、国内市場において軽自動車とフィットク
ラスの間のクルマが成立しにくいことです。(事実、1L以下
のクルマは殆ど無い)　結果、ユーザーにとって車種の選択
肢が狭く、本来、軽とフィットクラスの間の商品は「Aカテ
ゴリとしてグローバル展開できるのに、日本では売れないた
め自動車メーカーにとって開発／投資効率が悪いカテゴリに
なっています。

■問題提起3-軽自動車のユーザー像…
　ここで改めて、軽自動車のユーザー像を分析してみます。
　先ず、典型的な「恩典必要型」のユーザーは、以下の３タ
イプと考えられます。
　① 公共交通機関の少ない地方で、どこに行くにもクルマ
が必要であり、一家で数台のクルマを維持するユーザー
　② 歩くのが辛い、街まで遠い地域に住んでいる高齢者な
ど、足代わりのクルマが必要なユーザー
　③ 収入が乏しく、介護の必要な家族がいたり、病院への
送り迎えが必要な家族がいたりするユーザー

　これらのユーザーの使い方では、沢山の荷物を載せたり高
速道路を速く走る必要はほとんどありません。つまり、街乗
りに特化したクルマで事足ります。

　次に、軽で無くてもいいユーザー像も考えてみます。
　① 「恩典仕方なし型」：軽には少し抵抗があり、本来は1L
以下位のクルマが欲しいけれど選べる車種が無いため、軽の
恩典から仕方なしに軽を買うユーザー
　② 「恩典享受型」：金銭的に余裕があるがクルマを毎日使
うわけでなく、単に2台目は軽と決めているユーザー

　以上３つのユーザー像を踏まると「恩典必要型」のユーザ
ーには恩典を残しつつ、「恩典仕方なし型」にはAカテゴリ
車種のマーケットを形成し「恩典享受型」からは恩典を少し
削減しても良いかもしれません。

■具体的改革提案
　これまでの現状認識を基に、最後にユーザー、メーカー、
国（税徴収）の３者が全てハッピーになる改革案を提案した
いと思います。
　「恩典必要型」のユーザーにとっては、街乗り特化の本来
の軽自動車で良いはずです。今の軽は技術進化により衝突性
能も向上しており、旧規格サイズに戻した軽自動車とすれば、
クルマは少し小さくなりますが、クルマの使い勝手的には不
便、不満があるほどではなく、かえって細い道などで運転は
しやすくなります。
　他方、「恩典仕方なし型」「恩典享受型」のユーザーは、こ
れによりクルマが少し小さくなるので、それを嫌ってアップ
サイズする率が高まり、また、本来欲しい1L以下の現状
29,500円の自動車税を20,000円程度に下げることで１L以
下のクルマの販売促進が期待されます。これにより、国の税
収は-9,500円となりますが10,800円の軽税制を利用するユ
ーザーが減り、20,000円のユーザーが増えることで全体と
して増収が見込めます。また自動車メーカーは軽自動車の販
売台数は少し落ちるかも知れませんが、ガラパゴスを脱した
グローバルに対応できるAカテゴリのクルマを販売できるマ
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ーケットを形成できます。

　これにより、税収増、メーカーの台数キープ、元々の軽恩
典が必要なユーザーは守りながら、他のユーザーの選択範囲
を広げ、メーカーは軽自動車とAカテゴリで全体台数は守り
ながらグローバル展開でき、国は軽ユーザーがアップサイズ
することにより、Aカテゴリに税制恩典をつけても税収増に
なる。という三者ハッピー（三方良し）の提案です。
　この図は、販売量トレンド/ダウンサイジングトレンド/マ
ーケットボリュームなどの現状をおおまかに表現していま
す。軽に偏ったマーケット構造になっています。今回の提案
では、図のように自然なマーケットの形となります。それで、
結果的に「三者ハッピー」が達成できます。
　市場の二極化や高齢化社会などで小さなクルマが増えるト
レンドをとらえ、軽恩典でガラパゴス化した軽とスモール領
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域を、スムーズに健全な形にしていくことがユーザー、自動車
産業、ひいては国のためになると確信しています。
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